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「フリースクール等に関するモデル事業」 

情報交換会資料（令和7 年1 月 31 日（金）実施） 

第２章 フリースクールによる活動・取組の好事例 













フリースクール等による活動・取組の好事例

フリースクール等と学校の効果的な情報共有

①⼊会に当たっての説明
本校では、基本的に、ご⼊会前に、在籍⼩学校の教頭もしくは校⻑と電話にて以下について連携を⾏なっております。

①本校（FIS）のご説明
→スクールの概要と実施内容、出席振替の実績などについてもご案内を⾏います。
また、ご⼊学に向けて、⼦供が在籍する地元⼩学校が必要としている情報についての提供を⾏います。

②⼩学校との今後の連携内容についての合意
→出席⽇数や、本校在籍に伴い、地元⼩学校が求めている情報提供に関する合意を⾏います。
（提⽰内容、提⽰⽅法、頻度等）

②活動記録の報告

１ 取組内容

２ 取組の必要性

３ 今後の課題

本校では、毎⽉事務局から各学校宛、もしくは保護者宛に、以下の書類（①②）をメール等で送付しております。
また、ご希望がある学校に関しては、保護者から、スクールでの活動レポートをプリントアウトして提⽰してもらっ
ています。（活動レポートは、本校から保護者の⽅々へ⽇々の活動の様⼦ををオンラインで提⽰しているものです。
そのため、必要がある⽅は、保護者から⼩学校へ直接お渡しいただいております。）

①出席表
②毎⽉の授業スケジュール

公⽴⼩学校の先⽣たちの中には、フリースクールの存在（もしくは詳細）をご存知ない⽅々も多くいらっしゃいいま
す。我々も、⼦供たちが本校に通い始める際には、⼩学校の先⽣たちのご質問に、詳細に答えていくところからス
タートいたします。
そういったコミュニケーションを経て、初めて、本校についての理解をいただいてくことができます。
このような取り組みがなければ、双⽅に理解し合えることはなく、公⽴⼩学校の中での理解にもつながっていきませ
ん。⼀⼈の⼦供が本校に通う実績が、学校全体の実績になり、２⼈⽬以降の⼦供たちの登校は、⾮常に楽になってい
きます。

我々は、オルタナティブスクールという観点から、以下２点の課題を提⽰いたします。

①“質”の問題：フリースクールも“質”の高いサービスを提供する必要がある！
公教育以外の学びの場が選択できるようになっていく上で、子供たちへの関わりの“質”は非常に重要になると考えま
す。選択肢が広がることは、子供たちにとって、世の中にとって、非常に有益なことと考えますが、子供たちの可能
性を潰してしまうような世の中にはなってはいけないと考えています。
そのために、子供たちへの”関わりの質”、また“学びの質”などが担保される必要があると考えます。
今後、公的資金が投入されていく中で、フリースクールの“質“に関して補償される仕組みを担保することが、最も課
題であると考えます。

②費⽤の問題：教育は無料で受けられるものという概念 
公教育中⼼の世の中では、教育は無料で受けられるものという概念があります。そのため、そもそも⾼額な費⽤を⽀
払い、フリースクールに通うと⾔う概念は、⼀般家庭にはありません。そのため、どこのフリースクールも、運営費
は切迫しています。現場スタッフもボランティア、もしくはギリギリの配置、給料で⾏なっていることがほとんどで
す。①でも述べたように、⼦供たちへの関わりの質を担保していく必要がある中、費⽤⾯の問題は⾮常に⼤きく、ま
た、学校との連携なども求められ、スタッフは、⼦供たちのためにと、学校との対応についても真摯に取り組んでく
れています。今後、質の⾼いフリースクールが展開していくためにも、公費の使い⽅については、熟考していく必要
があると考えます。
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フリースクール等による活動・取組の好事例

フリースクール等と学校の効果的な情報共有

①⼊会に当たっての説明
本校では、ご⼊会前の保護者の皆様に対して、以下について連携を⾏なっております。

①ご⼊学前説明会(オンライン)
→お問合せをいただいた後、まずはオンラインでのご状況のヒヤリングと、本校の詳細についてお話しをさせていた
だいております。

②ご⼊学前体験授業(リアル：1〜5⽇)
→①で本校の⽅針にご賛同頂いました皆様に限りまして、体験授業のご案内をしております。現在は、⼩1のみ
ご⼊学を受付させていただいております。

③ご⼊学意思確認⾯談(オンライン)
→ご⼊学意思確認後、各種お⼿続きや学校との連携についてお伝えしています。

②活動記録の報告 保護者とのコミュニケーションについて

１ 取組内容

２ 取組の必要性

３ 今後の課題

本校では、保護者向けに、随時以下のコミュニケーションを取っております。
なお、ご⼊学時には、共通の保護者向けトレーニング（約３ヶ⽉）を⽤意しており、必須でご受講をいただいており
ます。
⓪⼊学時：保護者向け必須トレーニング（３ヶ⽉）
①随時：ご家庭の状況、及び地元⼩学校についての状況についての情報共有
（FISとして対応の必要があれば対応をします）
②⽉２回：保護者向け勉強会、保護者との交流
→オンラインで夜の時間帯（21:00-23:00）に⾏っております。
③半期ごと：個別⾯談
（現状のお悩み相談や進路の相談）
その他：学校授業の公開や、イベントへの⾃由参加等いつでも保護者の⽅がスクールへ来れる環境は⽤意しておりま
す。（ご来校いただく保護者は限られており、全員の保護者が活⽤されているわけではございません。）

本校の教育を受けていただく上で、ご家庭の協⼒は必須です。
⼦供達の成⻑を、根本から⽀えていくのは、学校ではなく、各ご家庭であるためです。
本校としては、⼦供たちへの最善の関わりを⾏っては参りますが、各ご家庭での⼦供たちへの対応が変わらなければ、
⼦供たちが、スクールでどんなに成⻑の兆しを⾒せたところで、その成⻑は引き戻されてしまいます。
そのため、本校では、保護者の学びを必須にし、⼦供たちと共に、⼤⼈も成⻑していく環境を提供しています。
もちろん、各ご家庭での⼦供への対応が変わり、劇的な成⻑を遂げていく⼦供たちも居ますが、⼀⽅で、なかなか変
われないご家庭があるのも事実です。私たちは、継続して保護者の皆様へ働きかけ、⼦供達の成⻑を共に⽀えていく
役割が⼤きいと考えております。

我々は、オルタナティブスクールという観点から、以下２点の課題を提⽰いたします。

①“質”の問題：フリースクールも“質”の高いサービスを提供する必要がある！
公教育以外の学びの場が選択できるようになっていく上で、子供たちへの関わりの“質”は非常に重要になると考えま
す。選択肢が広がることは、子供たちにとって、世の中にとって、非常に有益なことと考えますが、子供たちの可能
性を潰してしまうような世の中にはなってはいけないと考えています。
そのために、子供たちへの”関わりの質”、また“学びの質”などが担保される必要があると考えます。
今後、公的資金が投入されていく中で、フリースクールの“質“に関して補償される仕組みを担保することが、最も課
題であると考えます。

②費⽤の問題：教育は無料で受けられるものという概念 
公教育中⼼の世の中では、教育は無料で受けられるものという概念があります。そのため、そもそも⾼額な費⽤を⽀
払い、フリースクールに通うと⾔う概念は、⼀般家庭にはありません。そのため、どこのフリースクールも、運営費
は切迫しています。現場スタッフもボランティア、もしくはギリギリの配置、給料で⾏なっていることがほとんどで
す。①でも述べたように、⼦供たちへの関わりの質を担保していく必要がある中、費⽤⾯の問題は⾮常に⼤きく、ま
た、学校との連携なども求められ、スタッフは、⼦供たちのためにと、学校との対応についても真摯に取り組んでく
れています。今後、質の⾼いフリースクールが展開していくためにも、公費の使い⽅については、熟考していく必要
があると考えます。
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参考：フリースクール等と学校との連携⼀覧

3

No 連携機関 タイミング ⽅法 実施者 実施内容

1
FIS
ー保護者との
連携

FISご⼊学前 対⾯ FIS理事⻑⻘沼
保護者

①ご⼊学前説明会(オンライン)
②ご⼊学前体験授業(リアル：1〜5⽇)
③ご⼊学意思確認⾯談(オンライン)
→ご⼊学意思確認後、各種お⼿続きや学校との連携につ
いてお伝えしています。

FIS在籍中
（随時）

対⾯
メッセージ

FIS事務担当
保護者

①随時：ご家庭の状況、及び地元⼩学校についての状況
についての情報共有
（FISとして対応の必要があれば対応をします）
②⽉２回：保護者勉強会での保護者との交流
③半期ごと：個別⾯談
（現状のお悩み相談や進路の相談）

2
保護者
ー地元⼩学校
との連携

FISご⼊学前 ⾯談
保護者
担任、教頭、
もしくは校⻑

①地元⼩学校へ、FISご⼊学の意思をご報告
＊1:FISのスクールガイド、理事⻑名刺、FIS Flyerなど
の参考書類も⼀緒にお渡ししています
②FIS⼊学後の⼩学校との関わりについてのご相談
（登校⽇数や⽇々の⼩学校との関わりについてなど）
③FISの連絡先の提⽰（学校側からFISへご連絡をいただ
けるようお願いしております）

FIS在籍中
（随時） 対⾯

保護者
担任、教頭、
もしくは校⻑

①定期的な学校訪問(⼦どもの状況に合わせて各ご家庭
ごとに調整いただいております)
②スクールの活動内容についてのご報告
＊2:FISの⽇々の活動レポートを学校へご提出いただく
ことも可能です

3
FIS
ー地元⼩学校
との連携

ご⼊学前 電話
FIS理事⻑⻘沼
校⻑、もしくは
教頭

①FISのご説明
→スクールの概要と実施内容、出席振替の実績などにつ
いてもご案内、地元⼩学校が必要としている情報の提供
を⾏います
②⼩学校との今後の連携内容について（出席⽇数や地元
⼩学校が求めている情報などの共有）
③出席の振替についてのご相談など

FIS在籍中
（初期） 対⾯

FIS理事⻑⻘沼
校⻑、もしくは
教頭

①校⻑先⽣のFIS視察
校⻑先⽣がFISへ視察にいらしてくださる場合もござい
ます。
その場合には、スクールで実施している内容等について、
⼦どもたちの様⼦を説明しながらご案内させていただき
ます。

FIS在籍中
（毎⽉） メール FIS事務局

→各学校
①出席提出
②毎⽉の授業スケジュールの提⽰
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